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竟陵王蕭子良の後継者争いにおける
敗北の原因に関する考察
独 孤 嬋 覚＊
要約
永明十一年四月，幼少より南斉武帝蕭 の寵愛を受け続けてきたにもかかわらず，
竟陵王蕭子良は鬱林王蕭昭業との後継者争いに失敗した。本研究は武帝の戸籍，税政
政策，蕭子良の人材政策，政治的立場を分析し，彼の敗北の原因について考察したい。
SUMMARY
In April, 493（the eleventh year of Yongming）, Although Prince Jingling Xiao Ziliang
had been the favorite of Emperor Wu of Southern Qi Xia Ze,he still beaten by Prince
Yulin Xiao Zhaoye in the the succession race.In this research, I would like to give my
careful consideration to the reason of his defeat through analyzin g Emperor Wu’s fam-
ily register system,tax policy, Xiao Ziliang’s human resource policy, political stand.
はじめに
蕭子良は南斉武帝蕭 の第二子であり，沈約，王融，蕭衍をはじめとす
る竟陵八友など，数多くの文人，僧侶を寵愛し，南斉永明文壇を支え続け
た。彼の鶏籠山の西邸は「道俗の盛んなる，江左未だ有らざるところ」１
（『南斉書』巻四十「竟陵文宣王子良」）と称され，当時絢爛たる南朝文化
の中心となった。幼少の頃，蕭子良は親の別居を止めたことをきっかけに
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して父武帝の寵を勝ち得た。以来彼は侍中，司徒などの要職を歴任し，順
風満帆な政治人生を送った。『資治通鑑』巻一三八斉紀四世祖武皇帝永明
十一年の条に
鬱林王之未立也，衆皆疑立子良，口語喧騰。
鬱林王（蕭昭業，文惠太子蕭長懋の子）がまだ皇太孫に立てられていない時，文
武百官達は蕭子良が皇太子に立てられるのではないかと憶測し，を立てた。
とある。この記録によると，永明十一年（４９３）の正月，文惠太子蕭長懋
が急死した時，日ごろから武帝の絶大なる親愛を受ける蕭子良こそ後継者
になる可能性が極めて高いとされていたが，『資治通鑑』巻一三八斉紀四
世祖武皇帝永明十一年の条に「夏，四月甲午，立南郡王昭業為皇太孫。（夏，
四月甲午，南郡王（蕭）昭業を立てて皇太孫と為す。）」とあるように，最
後，予想に反して，後継者争いにおける勝利を収めたのは蕭昭業だった。
三ヶ月後の躊躇を経て，武帝蕭 は蕭子良を選ばず，蕭昭業を後継者にし
た。『南斉書』巻四十七「王融伝」に
上 蘇，太孫入殿，朝事委高宗。２
武帝蕭 は意識を取り戻し，太孫蕭昭業は殿中に入り，朝廷のすべては高宗（後
の明帝蕭鸞）に委ねられることになった。
とある。実は，永明十一年（４９３）の夏，武帝蕭 が危篤に陥った際，蕭
子良に特に寵愛された名門士族の代表王融は彼を王位に就かせようとのク
ーデターを起こしたが，失敗し，蕭昭業に自殺を命じられた。この謀反に
ついて，中嶋隆蔵は「蕭子良の精神生活」の中で以下のように指摘してい
る。「武帝の崩御を機に，彼を天子の位に けようとの畫策があり，その
企ての成就せぬままに事が發覺し，位を太傅に進められ，殊禮に加えられ
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て政治の實權から遠ざけられるという“不遇”があったことは確かである。
だが，この畫策は，「素り仁厚にして世務を樂まざる」彼にとり，本来あ
ずかり知らざる事である。實權が剥奪されたと言っても，それは，彼の「志
す所なり」（南斉書）と言うべく，これをもって，彼の生涯を不遇よばわ
りするわけにはいかない。」３このクーデターについて蕭子良はまったく知
らない，関与していないという中嶋氏の結論に同意できない。
歴史資料を調べると，実は，表面上，北方の動きだした魏虜を征伐する
準備と言いながら，竟陵王子良は，自分の東の司徒の役所で兵士を募り，
寵愛している西邸の文学サロンの「竟陵八友」の一人王融を寧朔将軍・軍
主にした。彼を使い，江西の土地の有能な兵士を数百人も募集した。裏で
は，また王融を通して，自分を皇位に就かせるクーデターのために工作し
ていた。そして，斉武帝が危篤になった時，蕭子良は非常事態に備えるた
めに，すぐさま文学サロンの蕭衍，蕭懿，王融，劉絵，王思遠，顧 之，
范雲等を帳内軍主に任命した。彼の任命を受けた王融は軍服を着て，中書
省の入口で東宮（皇太孫蕭昭業）を中に入れないようにし，蕭子良を皇位
に就かせようとした。蕭子良の指示がなければ，王融はそのような僭越行
為をする魂胆がないと思われる。しかも，クーデターに失敗した後，彼は
「殿（蕭子良）が私をだめにしたのだ」と嘆いたので，これは明らかに蕭
子良がこのクーデターの首謀者だということの証拠である。それについて，
拙稿「王融の政治クーデターの背後原因に関する一考察」を参考されたい。
然れば，蕭子良はなぜ敗北したのか。この敗北の原因については，彼の
生活を考える上で注意すべきことであるが，管見の限り，専論はまだない
ため，そこで，この問題について歴史資料をたどりつつ考察してみたい。
まず，南斉武帝の寒人政治，特に戸籍検査の強化，増税政策を分析し，当
時の政治背景に考察を加えたい。さらに，蕭子良の人材政策を取り上げ，
彼の士大夫を代表する政治的立場を明らかにし，蕭子良の後継者争いにお
ける敗北の真因を究明したい。
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一 南斉武帝の寒人政治
清趙翼『二十二史箚記』巻八「南朝多以寒人掌機要」が指摘するように，
南朝宋・斉・梁・陳四代の君主は皆皇権を拡大するために，寒人の腹心を
抜擢し，実政，実務を彼らに一任し，実権を握らせたという。南斉武帝の
時代にも側近政治が特に発展した。その中で，特に茹法亮・劉係宗・呂文
顕・紀僧真の四人は武帝の親任を受け，天下を傾けるほどの権勢をふるっ
た。武帝はその四人を中書通事舎人に任命し，「四戸」という皇帝専属の
政治機関を作った。当時，武帝の勅，詔のすべては「四戸」によって作成
される。宰相すら「四戸」に干渉する権限を持っていない。「四戸」の設
立は南朝寒人政治の頂点だといえよう。武帝の寒人政治について，拙稿「王
融の政治クーデターの背後原因に関する一考察」の第三章「斉武帝の人材
政策」４を参考されたい。武帝政権は呂文顕などの寒人を通し，様々な政
策を打ち出したが，主に戸籍検査の強化，増税政策を展開した。税収は皇
権を振興するための不可欠な前提条件だと考えられるのである。しかし，
越智重明氏が「宋斉時代の 」の中で指摘したように，「魏晋時代の戸籍
制度にあっては，その戸籍は戸の政治的身分によって士籍その他に区別さ
れていた。ところが宋の孝建元年こうした戸籍制度が廃止され，全国民が
単一平等の戸籍に付されるようになった。そこでは戸籍制度上，戸の構成
員の政治的身分としての士は品官に就くことによって獲得されるように
なった。つまり旧来の士庶の区別は単に社会的身分として残るだけになっ
た。しかしそれにしても旧来の士つまり当時社会的身分が士のものは，通
常，上級士人にあっては第六品官以上，下級士人にあっては第七・八・九
品の清官に就くべきであり，旧来の庶つまり当時社会的身分が庶のものは
通常第七品以下の濁官（二品勳位以下）に就くべきであった。ところで，
新戸籍制度になると社会的身分が庶のものが戸籍の注を偽って士になった
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と称し，以て役を免がれることが多くなった…（中略）…本来役人たるべき
もの（つまり社会的身分が庶のもの）の２／３が軍勳によって役を免がれ
ていること，及びそのうちの約２／３が偽りの軍勳によって役を免がれて
いることがわかる。そうすると，本来役人たるべきもので，偽りの軍勳に
よって役を免ぜられているのは〔２／３×２／３＝４／９〕となる。つま
り本来役人たるべきものの約半数は戸籍の注を偽って品官＝士となってい
たことになる…（中略）…ただし，庶の戸籍偽濫にあっても，むやみに高官
品に就いたと偽ることは無理であるから，一般には第七・八・九品中の勳
位に就いたと偽ったとすべきであろう。」５宋の孝建元年以降，戸籍偽造の
流行によって，実役に服する人数が減り，税金の徴収も困難になった。宋
末財政難を解決するためには，まず偽りの戸籍記載を摘発しなければなら
ない。実は，武帝ではなく，父高帝蕭道成はすでに建元二年（４８０）から
偽籍問題に取り組んできた。蕭道成は「黄籍６，民之大紀，国之治端（黄
籍は，民の大紀，国の治端なり）」７と言い，戸籍を国を治めるおおもと，
綱紀とし，戸籍偽濫問題を解決する決意を固めた。『南斉書』巻三十四「虞
玩之伝」に
上患民間欺巧，及即位，敕玩之与驍騎將軍傅堅意検定簿籍。８
高帝蕭道成は民間の戸籍偽造問題を思い煩っていたので，即位すると，すぐに敕
を発し，戸籍の検査を虞玩之と驍騎將軍傅堅意に命じた。
とある。さらに『南斉書』巻三十四「虞玩之伝」によれば，具体的な整頓
政策は以下の通りである。
乃別置板籍官，置令史，限人一日得數巧，以防懈怠。９
板籍官，令史を別々に立てた。さらに彼らの職務懈怠を防ぐために，一人に一日
数件の偽りの戸籍記載を摘発するというノルマ制度を導入した。
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一旦記載の粉飾が摘発されると，戸籍の偽造者はすぐに「却籍」される。
川合安氏によれば，却籍は偽造戸籍を「本県に返却して書き改める」とい
うことである。１０さらに，『南史』巻七十七「恩倖呂文度伝」に
（呂文度）又啓上籍被却者悉充遠戍，百姓嗟怨，或逃亡避咎。１１
（呂文度は）またすべての却籍者を遠戍に充てることを世相武帝に啓上したので，
百姓はみな恨み嘆いた。遠戍の処罰を避けるために逃亡する者も出ていた。
とあるように，武帝は実際に「四戸」の一人寒人官僚呂文度を通して戸籍
検査という政策を行った。しかも，武帝は呂文度の意見を受け入れ，戸籍
の偽造者に遠戍という厳罰を与えた。『南斉書』巻三十四「虞玩之伝」に
至世祖永明八年，謫巧者戍 淮各十年，百姓怨望。１２
世祖永明八年まで，戸籍の偽造者は一律に十年間の 淮という国境を衛戍させら
れる処罰を受けてきたので，百姓はそれに怨みを抱いていた。
とある。厳罰に対する百姓の不平不満も永明三年（４８５）に起こった唐寓
之の反乱をもたらす一要因である。『南史』巻七十七「恩倖呂文度伝」は
呂文度の却籍される者を遠戍に充てるという啓上を唐寓之の反乱の引き金
とし，次のように記録している。
富陽人唐寓之因此聚党為乱…（中略）…三 却籍者奔之，衆至三万。１３
富陽人唐寓之は遠戍の処罰への不満を持っていたため，仲間を集め，反乱を起し
た…（中略）…唐寓之に身を寄せる三呉地方の却籍者は三万人にものぼった。
また，『南斉書』巻四十四「沈文季伝」に
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是時連年検籍，百姓怨望。富陽人唐寓之僑居桐廬，父祖相傳圖墓為業。寓之自云
其家墓有王氣，山中得金印，轉相誑惑。三年冬，寓之聚党四百人，於新城水断商
旅。１４
当時，百姓は連年の戸籍検査を怨んでいた。富陽の人なる唐寓之は桐廬に僑居し，
父祖から代々図墓を生業としていた。彼は自ら「家墓に王氣があり，山中に金印
を得た」と言い，民衆をだました。永明三年の冬，唐寓之は仲間四百人を集め，
新城県で浙江を往来する商船たちの行く手を遮断した。
とある。『南斉書』も連年の厳しい戸籍検査を唐寓之の反乱の背景として
いる。その後の記録によると，彼は商船たちの行く手を遮断してから，新
城，桐廬，富陽，銭塘などの諸県を次々と陥落させ，順調満帆に勝利をお
さめ，永明四年の春，銭塘で僭号し，年号を興平とし，呉国を建立したが，
やはり新しい「政府を組織するのに必要な人材―行政事務に必要な知識を
もつ者が欠如していた」１５ため，浦陽江での大敗をきっかけに敗色が濃厚
になり，銭塘で武帝の官軍に瞬時に敗れた。唐寓之自身も殺された。乱は
こうして鎮圧された。前文に引用した『南斉書』巻三十四「虞玩之伝」の
記録によれば，世祖永明八年まで，戸籍偽造者に一律に十年間の 淮とい
う国境を衛戍させる処罰が実施されていた。唐寓之の乱が収束した年であ
る永明四年から見れば，武帝の戸籍検査の強化という強硬な姿勢が崩れて
いなかったのである。
また，越智重明氏が『宋斉時代の 』で指摘するに，「唐寓之の乱は通
常検籍が厳格であったため，起こったとされているが，そこに銭納の苛酷
さが大きく機能していたのはこれを無視することができない」１６とある。
租税徴収は戸籍整頓の本来の目的である。宋の元嘉二十七年（４５０），文帝
劉義隆の北伐の失敗がもたらした北魏の侵入，またその際に行った大規模
な徴兵など宋の財政に大きなダメージを与えたといえよう。南斉武帝は宋
の財政の難局を収拾するためにはまず租税の確実な徴収を図らなければな
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らなかった。六朝の租税には物納，銭納の二種類がある。特に，「宋斉時
代，良幣―古銭が不足していた」と越智氏は指摘しているが，実は，この
問題は東晋時代において，すでに起こっている。『晋書』巻二十六「食貨
志」に
呉興沈充又鋳小銭，謂之沈郎銭。銭既不多，由是稍貴。
呉興の沈充はまた小銭を鋳造した。沈郎銭という。当時（良質の）銭は少なかっ
たため，沈郎銭の価値はやや高くなった。
とある。当時良質の銭が少ないため，沈充はその隙間を狙い，希少性を利
用し，私鋳銭の価値を増殖させたのである。この良幣不足の問題を解決す
るために，武帝はまず戸租に占める銭納の比重を拡大し，物納部分の折租
布の値段を下げた。『南斉書』巻三「本紀第三武帝」に
（永明四年）五月癸巳，詔「揚，南徐二州今年戸租，三分二取見布，一分取銭。来
以後，遠近諸州輸銭処，竝減布直，匹准四百，依舊折半，以為永制」。１７
とある。越智氏はこの詔について，以下のように分析している。「これは，
『南斉書』巻四十竟陵文宣王子良伝に，これを概言して，『詔，折租布，二
分取銭』とあるのとあわせ考え，永明四年には揚南徐二州の戸租は布に折
し，その２／３を現実に布でとり，１／３を銭でとれ。永明五年以後は，
遠近の諸州のうち租として銭を輸するところは，舊来のようにその租を布
に折し，その折租布の１／２を現実に布でとり１／２を銭でとるようにせ
よ。ただ折租布を銭で納めさせる際，その布の直を減じて一匹四百銭とせ
よ。この制は永明五年以後永制とせよ。ということになろう。」１８良質の銭
を徴収する量を増やすのは折租布の値段をさげる狙いである。また，川合
安氏が指摘したとおり，武帝は「 をはじめ貨幣収入の増大のための施策
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を次々と実行していた。」１９「 とは，元来，幹僮（官人に給される役吏）
の役の代わりに納入する銭のこと」２０である。『南斉書』巻二十六「王敬則
伝」に
会土辺帯湖海，民丁無士庶皆保塘役，敬則…（中略）…悉評斂為銭， ［八］悉評斂
為財 「評」通典作「課」。送臺庫以為便宜，上許之。２１
会稽郡の周辺に湖があり，海にも隣接し，（水害が多発する地域に属するため），
士庶の別なく，その地の人々は皆水利施設修理という役に服する義務があったが，
（会稽大守）王敬則はその塘役のすべてを銭で評価し，国庫に納入することを提言
し，武帝の許可を得た。
とある。越智氏の分析したとおり，塘役即ち水利施設の修理はもともと民
間で自主的に行われているのに，王敬則の提案で国の役いわゆる幹僮の役
となり，その塘役の代わりに納入される銭も となる。王敬則は武帝の税
収拡大政策に名目を増やし，一役を買ったのであろう。当時，王敬則のよ
うに武帝に迎合し，税収拡大政策を推進しようとしている寒人官僚は数多
く存在した。杜元懿もその一人である。しかし，彼の発想は王敬則よりも
はるかに冷酷なものである。『南史』巻三十五「顧憲之伝」に
時西陵戍主杜元懿以 興 倹，會稽年登，商旅往来倍 。西陵牛 ，官格日三
千五百，求加至一倍，計年長百万。浦陽南北津及柳浦四 ，…（中略）…一年格外
長四百許万。２２
（永明六年） 興は凶作，會稽は豊作のため，両地の間を往来する行商人の人数は
通常の倍となった。西陵戍主杜元懿はこの状況に注目し，政府が設定している一
日三千五百銭の西陵牛 （税関）税を倍増することを提案した。（そうすれば，）
年間百万銭（の税収）が増えることになる。さらに浦陽南津，浦陽北津，柳浦の
税金徴収を全部自分に一任したなら，一年間，四百万ほどの税収を増加できると
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いう。
とある。杜元懿の 興凶作に便乗して税収を増やすという提言はあまりに
も残酷すぎるであろう。その為，杜元懿は当時顧憲之のような名門大族の
有識者に「聚斂の臣」と罵倒された。川合安氏の「唐寓之の乱と士大夫」
第二章「南斉・武帝政権の戸籍検査政策と民力休養論」２３の詳細な分析を
参考されたい。『南史』巻五「斉本紀下第五廃帝鬱林王昭業」に
武帝聚銭上庫五億萬…（中略）…金銀布帛不可稱計。
２４
武帝は五億萬にものぼる銭をあつめ，国庫に納めている。…（中略）…金・銀・布
・帛などの品々の数ははかりしれないである。
とある。武帝の良幣への執着は尋常ではないといえよう。以上南斉政治の
のち，武帝の寒人政治，特にその戸籍検査の強化，租税徴収の拡大という
二つの政策を見てきた。かくして，そのような政治背景の下で，竟陵王蕭
子良はどのような政治立場をとったのであろう。章を改めて，この問題に
ついて論を進めたい。
二 蕭子良の政治的立場
蕭子良の政治的立場を究明するため，まず彼の人材政策に焦点を当てな
ければならない。本章は文化と宗教（仏教）の両分野から蕭子良の人材政
策を分析し，彼が最も網羅したかった人材について迫り，さらに彼の政治
的立場に考察を加えたい。
前文にも触れたように，幼少の頃，蕭子良は孝行心に富む子であり，武
帝の寵愛を受けるようになった。宋順帝昇明元年，沈攸之の反乱が起こっ
た際，弱年ながら（当時十八歳），寧朔将軍として抜擢され，盆城に行き，
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武帝に従い，反乱軍を鎮圧することに取り組んだ。即位した後の武帝も蕭
子良に絶大な信頼を寄せ，彼の意見によく耳を傾けた。また，武帝は雉を
射ることを好んだが，これに対し，仏教に篤い信仰心と深い知識を持つ蕭
子良は無辜なる命を奪うことは罪深い行為であるゆえ，無益な殺生をやめ
てほしいと苦言を呈した。武帝は彼の諌言のすべては受け入れなかったが，
蕭子良への寵愛を深めた。２５
永明十一年，武帝の体の不調に際し，蕭子良は武帝の詔に従い，延昌殿
で日夜父を看病していた。２６武帝は最後まで蕭子良を厚く信頼していたの
である。一方，当時武帝の絶対的な信用を得た蕭子良も将来皇位に就き，
天下を治めるという高い志を持ち，平素より自身の名声を高めようと懸命
とうと
に努力し，敦義愛古（義を敦び，古を愛す），仁徳あふれる政治を目指す
政治家という自我像を作り出そうとしている。蕭子良の政治野心について，
拙稿「王融の政治クーデターの背後原因に関する一考察」を参照された
い。２７『南史』巻四十四「竟陵文宣王子良伝」に
（建元二年）開私倉振属県貧人。２８
私倉を開き，属県の貧民を救済した。
（永明九年）子良開倉振救貧病不能立者，於第北立廨收養，給衣及藥。２９
（蕭）子良は倉を開き，貧困，病気のため生計を維持できない者を救済した。彼ら
を收養するための公廨を邸第の北に立て，衣服と薬とを支給した。
とある。また，『南斉書』巻四十「武十七王竟陵文宣王子良伝」に
郡民朱百年有至行，先卒，賜其妻米百斛， 一民給其薪蘇。３０
優れた行いがあった３１郡民の朱百年が亡くなった後，（蕭子良）は彼の妻に米百斛
を下賜し，丁男一人の労役を免除し，薪柴を支給した。
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とあるように，蕭子良は社会の弱者（貧困，病気に苦しむ者）を救済し，
庶民の優れた行い（親孝行）を顕彰し，民衆の人望を集める意図を窺わせ
る。前文にも触れたように彼が父武帝の信頼を勝ち取った原因は彼の親思
いであったことにある。また，兄の文惠太子を尊敬し，彼との間に強い絆
があった。『南斉書』巻四十「武十七王竟陵文宣王子良伝」によれば，蕭
子良は文恵太子と共に仏教を好み，煩を厭わず，人に善行を施すように勧
奨したため，終に盛名を得た。３２「孝悌」という儒教の倫理思想に基づき，
行動し，仏教の「仁」という理念（儒教と共通している）を実現していく
政治家の理想像を打ち出し，自分の名声を高めた。
また，将来君主として経世済民し，立派な政治を行うためには，優れた
人材を確保しなければならないのである。彼は日夜人材を網羅することに
腐心した。『南斉書』巻四十「武十七王竟陵文宣王子良伝」に
（蕭）子良少有清尚，礼才好士，居不疑之地，傾意賓客，天下才学皆遊集焉。３３
（蕭）子良には，若い頃から清尚の名声がある。才能がある士人を好み，彼らに礼
を尽くす。当時父武帝から絶大な信頼を受け，賓客を優遇することに精魂を傾け
た子良の周囲に天下の才学が集まった。
とある。蕭子良の人材を重宝する謙遜な姿勢が天下の才知ある人物を引き
寄せているのであろう。ところで，蕭子良が重視している優れた人材とは
一体どのようなものであったのだろうか。『南史』巻六「武帝本紀上」に
竟陵王子良開西邸，招文学，帝（蕭衍）与沈約・謝 ・王融・蕭 ・范雲・任
・陸 等並游焉，號曰「竟陵八友」。３４
竟陵王子良は西邸を開き，文学才能のある者を招いた。（当時，梁の武）帝（蕭衍）
は沈約・謝 ・王融・蕭 ・范雲・任 ・陸 等と共に交遊した。彼らは「八友」
と称された。
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とある。「（梁の武）帝（蕭衍）・沈約・謝 ・王融・蕭 ・范雲・任 ・
陸 」は皆士族の才子である。特に王融は名家琅邪王氏の出身であり，晋
の元帝を助け，司馬氏の東晋政権を創立することに大いに貢献した王導と
いう先祖を持つ。謝 も陳郡陽夏謝氏という名門の出である。東晋の名宰
相謝安も同じ家系の人物である。王氏，謝氏は南朝北方僑居士族の代表だ
といえよう。しかし，当時の銭鳳が「周，沈の江東の二大豪族より強いも
のなし」３５と感嘆したごとく，北方名門大族は南方土着豪族の台頭への不
安を募らせる。『南史』巻三十七「沈慶之伝」に
家素富厚，産業累万金，奴僮千計。３６
家はもとより豊かで，家財は萬金もあり，奴僕は千を数えた。
とある。沈慶之は宋孝武帝に寵愛された劉宋の名将である。以上の記録か
ら彼が代表している呉興沈氏の財力の高さが窺い知れる。沈約もこの南方
豪族呉興沈氏の一員である。しかも，彼の祖父は宋の開国皇帝劉裕に寵遇
される沈林子である。ゆえに，沈氏は劉宋王室との深い関わりを持ってい
るのである。また，沈約・王融・謝 は当時超一流の文学者であり，声律
論に基づき，「永明体」という新しい詩体を作り出した。声律論・永明体
については，拙稿「再論『江郎才尽』―江淹の価値観をめぐって―」に参
考されたい。３７
一方，『梁書』の記録によれば，蕭衍の父蕭順之は南斉高帝の族弟であ
る。蕭衍は南斉王室と同じ出身地即ち南蘭陵を持つ。彼は文武両道に優れ
た人物であるゆえ３８，のちの南斉明帝の知遇を受け，梁王朝を建立する実
力を築いた。
蕭 は蘭陵の人であり，父の蕭惠訓に太中大夫という名誉職が授けられ
た。宋王室と姻戚関係を持つ宰相蕭惠開は蕭 の從伯父にあたる。また，
永明九年，才弁縦横の彼が魏の使者を心服させたことは彼の弁舌の才能を
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窺わせる好例である。３９
また，残りの范雲・任 ・陸 の三人も見てみよう。『南史』巻五十七
「范雲伝」に
范雲字彦龍，南郷舞陰人，晉平北將軍汪六世孫也。祖 之，宋中書侍郎…（中略）
…善属文。
４０
范雲，字は彦龍。南郷舞陰の人。晋平北將軍（范）汪の六世孫である。祖父の范
之は宋中書侍郎に任命される…（中略）…范雲は高い文章力の持ち主である。
とある。永明十年，范雲は蕭 と共に南斉の使者として北魏に派遣された
際，その才能を孝文帝拓跋宏にも称賛された。４１『梁書』巻十四「任 伝」
に
任 字彦昇，楽安博昌人，漢御史大夫敖之後也。父遙，斉中散大夫。４２
任 ，字は彦昇。楽安博昌の人。漢御史大夫任敖の末裔。父（任）遥は斉の中散
大夫である。
とある。楽安博昌任氏は漢の著姓・大族である。４３南斉の時代になると，
琅邪王氏・陳郡陽夏謝氏には匹敵できないが，その北方僑居大族の高い地
位はまだ不動なものであった。任 は前述した范雲と同じく高い文才を有
し，詩に優れた沈約に対し，彼の散文は特に評価され，「任筆沈詩（任
の筆，沈約の詩）」と絶賛された。
また，『梁書』巻二十七「陸 伝」に
陸 字佐公， 郡 人也。晉太尉玩六世孫…（中略）… 少勤学，善属文。４４
陸 ，字は佐公。呉郡呉の人。晋太尉（陸）玩の六世孫である…（中略）…（陸）
は幼少の頃から勉学に励み，よく優れた文章を書いている。
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とある。呉郡陸氏は呉郡四姓即ち南方四つの豪族の一つである。陸 は南
方名族の出身で，その文学の才能は特に梁武帝蕭衍に愛されている。４５
つまり，竟陵王蕭子良に寵愛される「八友」は皆，文才，弁才に富む当
時の南北中高級士族である。中には，超一流の王氏，謝氏のような北方僑
居大族も居れば，沈氏などのような徐々に台頭してくる南方豪族も居る。
「八友」のほかに，蕭子良と親交を持つ文人は張融，劉絵，何胤も居る。
いずれも大族の出である。管見の限り，蕭子良に親しまれる文士には武帝
の腹心の呂文度のような寒人官吏が一人も存在しなかったのである。川合
安氏は「『倭の五王』時代の中国」の中で「貴族―寒門―寒人―庶民」と
いう「五世紀江南社会における主要な四階層」について説明し，「四階層
のうち，貴族と寒門とは，相互の間に大きな格差が存在してはいたが，そ
れでもともに「士」（官僚になり得る知的素養をそなえた階級）に属して
いた。この「士」と寒人以下の「庶」との間には，『天のごとく隔たる』と
までいわれるほどの強烈な差別意識が存在しており，この士庶区別を守る
ことが政治の要諦であるとされていた。」４６と指摘した。川合安氏のこの分
類によれば，当時，武帝に重用されている恩倖寒人官僚はかなり低い社会
階級に属している。一方，蕭子良が求めている人材はそのような寒人では
なく，「士」という階級に属する文筆の才能を持っている者だと考えられ
る。『南史』巻四十四「竟陵文宣王子良伝」に
移居鶏籠山西邸，集學士抄五經百家，依皇覽例為四部要略千卷。４７
（蕭子良は）鶏籠山の西邸に移り，学士を集め，五経，（諸子）百家を抄録させ，『皇
覽』４８の体例にならって『四部要略』千巻を作らせた。
とある。千巻にものぼった『四部要略』を編纂するために，数多くの文筆
の士を招かなければならない。人材を集めるには絶好の機会であろう。こ
れは恐らく蕭子良が曹丕の『皇覽』にならい，大型類書『四部要略』の編
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纂を命じた目的であろう。蕭子良の人材像から彼が「士」という階級（特
に中高級士大夫）を代表している政治的立場を推し量れるのであろう。
以上，文化という分野における蕭子良の人材政策を見てきた。周知の通
り，蕭子良は南朝有名な文化人だけでなく，強固な信仰心を持つ仏教徒で
もある。『南斉書』巻四十「竟陵文宣王子良」に
子良敬信尤篤，数於邸園営齋戒。４９
（蕭）子良特に仏教を篤く信仰し，邸園で何回も斎戒をした。
とある。永明五年，彼はまた高僧を招致し，仏法を説かせた。５０さらに，
父武帝の病気が危篤に陥った際，蕭子良は沙門にお経を唱えさせた。５１撫
尾正信氏は「南朝士大夫の仏教信受について―南斉蕭子良とその周囲―」
の中で以下のように指摘している。「蕭子良が多くの高僧と関係を持ち，
また種々の奉仏事業をなしたことは，各種の文献に見えている。例えば梁
・続二高僧伝に見えるだけでも，子良の尊待をうけた高僧は二十数名の多
きにのぼる。さらに彼自身三十六部の各種の経典を抄撮して抄経を作って
いるが，それらは大小乗の各部門にまたがるものであり，また僧祐が編輯
した子良の仏教関係の著述目録（斉太宰竟陵文宣王法集録）によれば，彼
の著述は十六帙一百十六巻にのぼるというから，仏教学の各方面に対する
彼の深い造詣はたしかに窺われる。」５２彼は宰相として仏教行事を行い，高
僧を招聘し，仏教経典の抄録を命じた。その前代未聞の規模は当時の人々
を驚かせたのである。蕭子良の周りの文士達が彼の影響を受けるのも当然
であろう。「竟陵八友」の中には，沈約・王融・蕭衍の三人が仏教と深い
関わりを持つ。また前文に触れた張融，何胤，劉絵も仏教信者である。特
にのちの梁武帝蕭衍は南朝第一の仏教信者である。晩年仏教思想にふけ，
日常生活を仏教教義に厳格に従わせるほどであった。５３寺を数多く建立し，
「 槃，大品，淨名，三慧」５４などの仏教経典を数百巻も編纂した。また，
竟陵王蕭子良の後継者争いにおける敗北の原因に関する考察（独孤） 195
同泰寺で蕭衍は自ら説法し，一万人余りの聴衆を引き寄せた。５５武帝蕭衍
の信仰心の篤さを窺わせる。蕭衍以外，沈約も敬虔な仏教徒である。しか
し，同時に，彼は天師道の道教家庭に育てられた故，道教徒の陶弘景との
親交も結んだ。終生，道教思想への憧れを捨てなかった。しかも，当時，
仏・道の一致・融合を説く人は沈約だけでなく，張融，何胤なども同じく
仏教を信奉しながら，道教を重んじていた。撫尾正信氏はその原因を以下
のように説明した。「蕭子良とその法友の仏教信仰なるものは儒家・道家
の説は勿論，道教すら否定しない妥協的なものであったことが推察される。
信仰の純粋性からくる二者選一性，否定的な対立感を認めることはできな
い。そして彼らに共通に見られる点は，玄学・清言的な傾向である。この
ことは，彼らが一面では多くの奉仏事業をなしながら，基本的には理論に
逃避する思辨的な性格を濃厚に有していたことを物語るものであろう。」５６
そのため，蕭子良とその周囲の文士達は「精理に贍み思味に耽り易い成実
論」５７に深い関心を示した。そして，彼らが成実論のような仏教理論の精
義を説くことは魏晋の清談と相通している。「沈約伝」によれば，彼が仏
教を熱心に信奉する時期は三十代の壮年期である。当時の彼は積極的に，
熱心な仏教徒の斉皇室の成員達と親交を深めた。撫尾正信氏が指摘したよ
うに，沈約のような「当時の士大夫が仏教に接近したのも，社交界に自己
の教養を誇示するためのものであった場合もあろうし，取官の法と考えら
れた面もあったであろう。」５８蕭子良の仏教信仰にも功利的一面があろう。
それは彼の人材政策に深く関係していると思われる。仏教が多いに流行し
た南斉の時代で，蕭子良が仏教思想に関する素養を示したのは，中高級士
族の関心を引き寄せ，文才・弁才・論理的思考能力を備える人材を網羅す
るためのものである可能性も考えられる。
以上，文化，宗教（仏教）両分野から蕭子良の人材政策を分析し，彼が
最も傘下に入れたい人材は「士族」階級に属する知的素養を備える者とい
うことを明らかにした。さらに，彼と実際に親交を結ぶ者が皆中高級士族
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であった点から，蕭子良の士族を代表する政治的な立場も明瞭になった。
終わりに
生涯，父武帝の寵愛を受け続けてきた竟陵王蕭子良の後継者争いにおけ
る敗北の原因は恐らく彼の政治的な立場にあったのであろう。宋の財政破
綻を克服するために，武帝は実務に精通する寒人官吏を起用し，戸籍検査
の強化，増税といった政策を遂行し，側近政治を発展させた。しかし，文
化（文学）と宗教（仏教）の両分野から竟陵王蕭子良の人材政策の分析に
より，文才などの知的素養を備える士族が彼の求める理想な人材であるこ
とが明らかになった。従って，士族を代表することは彼の政治的な立場で
ある。武帝が推進している寒人起用政策と相反する中高級士族を中心とす
る政治を行ったことが竟陵王蕭子良の後継者争いにおける敗北の原因であ
ろう。また，蕭子良は民力休養の主張をし，武帝の戸籍検査，台使派遣，
増税などの政策を強く批判したことも，武帝の不興を買った一因だと考え
られる。紙幅に制限があるために，この問題については，稿を改めて論述
したい。
注
１ 『南斉書』巻四十竟陵文宣王子良，中華書局，１９７２年，６８９頁。
２ 『南斉書』巻四十七王融伝，中華書局，１９７２年，８２３頁。
３ 中嶋隆蔵「蕭子良の精神生活」，『日本中国学会報』第３０集，１９７８年，７２頁。
４ 『横浜国立大学国語研究』第３０号所収，２０１２年，６０―６４頁。
５ 『東洋史研究』，２２巻１号，１９６３年，４３―４４頁。
６ 戸籍を指す。久武綾子氏「古代の戸籍――日本古代戸籍の源流をさぐる――」によ
ると，「後漢において紙が発明されて以来，人民の民籍は防虫効果のある黄蘗で染め
た紙を用いるよう定められたらしいので黄籍という。」『愛知教育大学研究報告・芸術
・保健体育・家政・技術科学編』第４０輯，１９９１年，１５０頁。東晋の白籍は「なお旧本
籍を称している移住者（華北からの南遷者等）を登録するための籍であった。」池田
温「中国古代籍帳集録」『北海道大学文学部紀要』１９巻，４号，１９７１年，３３頁。
竟陵王蕭子良の後継者争いにおける敗北の原因に関する考察（独孤） 197
７ 『南斉書』巻三十四虞玩之伝，中華書局，１９７２年，６０８頁。
８ 『南斉書』巻三十四虞玩之伝，中華書局，１９７２年，６０８頁。
９ 『南斉書』巻三十四虞玩之伝，中華書局，１９７２年，６０９―６１０頁．
１０ 川合安「唐寓之の乱と士大夫」，『東洋史研究』５４巻３号，１９９５年，６２頁。
１１『南史』巻七十七恩倖呂文度伝，中華書局，１９７５年，１９２８頁。
１２『南斉書』巻三十四虞玩之伝，中華書局，１９７２年，６１０頁。
１３『南史』巻七十七恩倖呂文度伝，中華書局，１９７５年，１９２８頁。
１４『南斉書』巻四十四沈文季伝，中華書局，１９７２年，７７６―７７７頁。
１５ 川合安「唐寓之の乱と士大夫」『東洋史研究』５４巻３号，１９９５年，６０頁。
１６『東洋史研究』，２２巻１号，１９６３年，４７頁。
１７『南斉書』巻三本紀第三武帝，中華書局，１９７２年，５２頁。
１８『東洋史研究』，２２巻１号，１９６３年，４６頁。
１９ 川合安「唐寓之の乱と士大夫」『東洋史研究』５４巻３号，１９９５年，６６頁。
２０ 川合安「唐寓之の乱と士大夫」『東洋史研究』５４巻３号，１９９５年，６６頁。
２１『南斉書』巻二十六王敬則伝，中華書局，１９７２年，４８２頁。
２２『南史』巻三十五顧憲之伝，中華書局，１９７５年，９２２頁。
２３ 川合安「唐寓之の乱と士大夫」『東洋史研究』５４巻３号，１９９５年，６９―７０頁。
２４『南史』巻五斉本紀下第廃廃帝鬱林王昭業，中華書局，１９７５年，１３７頁。
２５ 当時，武帝の射雉を諌めたもう一人の殿中將軍邯鄲超は武帝に殺され，強権的な武
帝に挑むために命の代償を払った。蕭子良の境遇とは対照的である。
２６『南斉書』巻四十竟陵文宣王子良伝「世祖不豫，詔子良甲仗入延昌殿侍医薬。子良
啓進沙門於殿 前誦經，世祖為感夢見優曇鉢華，子良按佛経宣旨使御府以銅為華，插
御床四角。日夜在殿 ，太孫 日入参承。」中華書局，１９７２年，７００頁。
２７『横浜国立大学国語研究』第３０号所収，２０１２年，５８―６９頁。
２８『南史』巻四十四竟陵文宣王子良伝，中華書局，１９７５年，１１０２頁。
２９『南史』巻四十四竟陵文宣王子良伝，中華書局，１９７５年，１１０３頁。
３０『南斉書』巻四十武十七王竟陵文宣王子良伝，中華書局，１９７２年，６９３頁。
３１『南史』巻七十五隠逸上朱百年伝「百年室家素貧，母以冬月亡，衣並無絮，自此不
衣緜帛。嘗寒時就覬宿，衣悉 布，酒醉眠，覬以臥具覆之，百年不覚也。既覚，引臥
具去体，謂覬曰『緜定奇温。』因流涕悲慟，覬亦為之傷感。」中華書局，１９７５年，１８７０
頁。
３２『南斉書』巻四十武十七王竟陵文宣王子良伝，「又与文惠太子同好釋氏，甚相友悌…
（中略）…勸人為善，未嘗厭倦，以此終致盛名。」中華書局，１９７２年，６９３頁。
３３『南斉書』巻四十武十七王竟陵文宣王子良伝，中華書局，１９７２年，６９４頁。
３４『梁書』巻一本紀第一武帝上，中華書局，１９７３年，２頁。
３５『晋書』巻五十八周札伝「今江東之豪莫強周，沈。」中華書局，１９７４年，１５７５頁。
３６『南史』巻三十七沈慶之伝，中華書局，１９７５年，９５８頁。
198 専修人文論集１０１号
３７『技術マネジメント研究』第１１号，２０１２年，１―８頁。
３８『梁書』巻一本紀第一武帝上「皇考諱順之，齊高帝族弟也。」「有文武才幹，時流名
輩咸推許焉。」中華書局，１９７３年，１頁。
３９『梁書』巻二十六蕭 伝「蕭 字 瑜，蘭陵人…（中略）…父惠訓，太中大夫。」
「 少而朗悟，有縱 才辯。」「永明九年，魏始通好， 再銜命至桑乾，還為通直散騎侍
郎。時魏遣李道固来使，帝讌之， 於御筵挙酒勧道固，道固不受，曰『公庭無私礼，
不容受勧。』 徐答曰『詩所謂『雨我公田，遂及我私』』。座者皆服，道固乃受 酒。」
中華書局，１９７３年，３９６頁。
４０『南史』巻五十七范雲伝，中華書局，１９７５年，１４１５頁。
４１『南斉書』巻五十七魏虜伝「十年，上遣司徒参軍蕭 ，范雲北使…（中略）…毎
使至，（拓跋）宏親相應接，申以言義。甚重齊人，常謂其臣下曰『江南多好臣。』」中
華書局，１９７２年，９９１－９９２頁。
４２『梁書』巻十四任 伝「 雅善屬文，尤長載筆。」中華書局，１９７３年，２５１，２５３頁。
また，『南史』巻五十九任 伝「既以文才見知，時人云『任筆沈詩』」。中華書局，１９７５
年，１４５５頁。
４３『三国志』魏書巻二十七王昶伝裴松之注に引く『任 別伝』「 ，楽安博昌人。世
為著姓。」中華書局，１９７４年，７４７頁。
４４『梁書』巻二十七陸 伝，中華書局，１９７３年，４０１頁。
４５『梁書』巻二十七陸 伝「高祖雅愛 才，乃敕撰新漏刻銘，其文甚美。」中華書局，１９７３
年，４０２頁。
４６『弘前大学國史研究』，８８号，１９９０年，３４，３７頁。
４７『南史』巻四十四竟陵文宣王子良伝，中華書局，１９７５年，１１０３頁。
４８『三国志』魏書巻二文帝紀「初，帝好文学，以著述為務，自所勒成垂百篇。又使諸
儒撰集経伝，隨類相従，凡千余篇，号曰皇覧。」中華書局，１９７４年，８８頁。『皇覧』は
最古の類書とされる。経典から幅広い知識を抽出し，分類し，編纂した書物であり，
皇帝のような為政者が執政するための参考書でもある。曹丕の『皇覽』を作成する意
図について，拙稿「曹丕論――曹丕の「憂い」をめぐって」（『中国哲学研究』第２６号，２０１２
年，４０―８１頁。）を参照されたい。
４９『南斉書』巻四十竟陵文宣王子良，中華書局，１９７２年，７００頁。
５０『南斉書』巻四十竟陵文宣王子良「招致名僧，講語佛法」中華書局，１９７２年，６９８頁。
５１ 同注２３。
５２『佐賀龍谷学会紀』第５号，１９５７年，３９―４０頁。
５３『南史』巻七梁本紀中第七「晩乃溺信佛道，日止一食，膳無鮮腴，惟豆羹糲飯而已。」
「不飲酒，不聽音聲，非宗廟祭祀，大會饗宴及諸法事，未嘗作樂。」中華書局，１９７５年，２２３
頁。
５４『南史』巻七梁本紀中第七「製 槃，大品，淨名，三慧諸經義記數百巻。」中華書局，１９７５
年，２２３頁。
竟陵王蕭子良の後継者争いにおける敗北の原因に関する考察（独孤） 199
５５『南史』巻七梁本紀中第七「即於重雲殿及同泰寺講 ，名僧碩學，四部聽 ，常萬
餘人。」中華書局，１９７５年，２２３頁。
５６『佐賀龍谷学会紀』第５号，１９５７年，５７頁。
５７『佐賀龍谷学会紀』第５号，１９５７年，６８頁。
５８『佐賀龍谷学会』第５号，１９５７年，５９―６０頁。
参考文献
房玄齢：『晋書』華書局，１９７４年。
蕭子顕：『南斉書』，中華書局，１９７２年。
姚思廉：『梁書』，中華書局，１９７３年。
李延寿：『南史』，中華書局，１９７５年。
参考論文
川勝義雄：「南朝貴族制の没落に関する一考察」，『東洋史研究』，２０巻４号，１９６２年，４７２―
４９６頁。
川合安：「唐寓之の乱と士大夫」，『東洋史研究』，５４巻３号，１９９５年，４４３―４７１頁。
中嶋隆蔵：「蕭子良の精神生活」，『日本中国学会報』，第３０集，１９７８年，７２―８６頁。
越智重明：「宋齊時代の 」，『東洋史研究』，２２巻１号，１９６３年，３９―５４頁。
撫尾正信：「南朝士大夫の仏教信受について―南斉蕭子良とその周囲―」，『佐賀龍谷學
會紀』，第５号，１９５７年，３９―７２頁。
久武綾子：「古代の戸籍――日本古代戸籍の源流をさぐる――」，『愛知教育大学研究報
告・芸術・保健体育・家政・技術科学編』第４０輯，１９９１年，１３５―１５２頁。
池田温：「中国古代籍帳集録」，『北海道大学文学部紀要』，１９巻４号，１９７１年，２３―２４２頁。
増村宏：「黄白籍の新研究」，『東洋史研究』，２巻４号，３３２―３４６頁。
川合安：「『倭の五王」時代の中国」，『弘前大学國史研究』，８８号，１９９０年，３２―４７頁。
